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対　　象 　 K大学 3・4 年生 80 名・幼稚園教諭免許状と
保育士資格を取得希望する学生
実施時期　2013 年 1 月、4 月
（2）結果
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対　象　 対象K大学 3・4 年生 42 名・幼稚園教諭免許状
と保育士資格の取得希望学生
実施時期　2013 年 4 月
（2）結果
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・日誌でだれにでも、場面が分かるような表現をする必
要があるから。
・書く機会がとても多いから。
質問 5 ．以下の各項目は実習生として「できる」レベル
に達していると思いますか。
①　客観的な根拠や理由に基づいて、自分の考えや意見
を書くこと。
②　読み手が理解しやすい構成を意識して、文章を書く
こと。
③　事実や根拠などを明らかにした論理的な文章を書く
こと。
④　単なる感想文ではなく、思考、分析、判断を伴う小
論文を書くこと。
（棒グラフ内の数値は、回答者の数）
図 6 　各項目は実習生として「できる」レベルに達して
いると思いますか。
質問 6 ．以下の各項目は実習生として「できる」レベル
に達していると思いますか。
①　自分の気持ちなどを正確に相手に伝えられるように
書くこと。
②　社会生活に必要な実用的な文章をそれぞれの様式に
従って書くこと。
③　社会的な関係を踏まえた適切な敬語などを用いて書
くこと。
④　言葉を適切に使い分け、その場にふさわしい言葉を
用いて書くこと。
（棒グラフ内の数値は、回答者の数）
図 7 　各項目は実習生として「できる」レベルに達して
いると思いますか。
質問 7 ．以下の各項目は実習生として「できる」レベル
に達していると思いますか。
①　本やインターネットなどから的確な情報を収集して、
文章を書くこと。
②　収集した情報を正確に分析し、分かりやすい要約文
にまとめること。
③　会議や集会などで、分かりやすく説明するための資
料を作成すること。
（棒グラフ内の数値は、回答者の数）
図 8 　各項目は実習生として「できる」レベルに達して
いると思いますか。
（3）第 2 研究のまとめ
手書きの苦労については、複数の学生が「文章力」「漢
字」「誤字」を回答している。パソコンのように簡単には
推こうできないことから、文章作成に苦手意識をもって
いる学生にとっては、毎夜の実習記録の記入を苦痛に感
じる学生もいるのではないだろうか。「実習に行きたくな
い」理由として、実習記録が含まれていることから、記
録を書くことに苦痛を感じ、「実習に行きたくない」と思
う学生が出てくるのではないだろうか。保育者に必要な
国語力として多く挙げられた力は「話す力」「聞く力」「書
く力」「読む力」の順であった。「書く」仕事の多さは認
識しながらも、「書く力」は保育者として一番にあげるほ
どの重要度ではないと考えている。場に適した言葉を用
いて書くことはできると自己評価している学生が多いが、
分かりやすい文章の作成はできない様子である
5．おわりに
今回、調査の対象となった保育者を目指している大学
生たちであるが、質問紙の結果はいたずらに統計的手法
を用いず、あえて実習を図表化した程度に留めた。今回
は学生の傾向を知ることに重点を置いたからである。
以下は文化審が示した「望ましい国語力の具体的な目
安」における「書く力」の目標は以下の項目である。
1）自分の考えや意見などを正確に伝える論理的な文
章を書くことができる
①客観的な根拠や理由に基づいて、自分の考えや意
見を書くこと。
79
教員・保育士養成における実習記録を活用した専門性と意識向上の試み
─観察と記録による子ども理解の深化を目指すための国語力調査から─
②読み手が理解しやすい構成を意識して、文章を書
くこと。
③事実や根拠などを明らかにした論理的な文章を書
くこと。
④単なる感想文ではなく、思考、分析、判断を伴う
小論文を書くこと。
2）伝統的な形式や書式に従った手紙や通信などの文
章を書くことができる
①自分の気持ちなどを正確に相手に伝えられるよう
に書くこと。
②社会生活に必要な実用的な文章をそれぞれの様式
に従って書くこと。
③社会的な関係を踏まえた適切な敬語などを用いて
書くこと。
④言葉を適切に使い分け、その場にふさわしい言葉
を用いて書くこと。
3）様々な情報を収集して、それに基づいて明確な文
章を書くことができる
①本やインターネットなどから的確な情報を収集し
て、文章を書くこと。
②収集した情報を正確に分析し、分かりやすい要約
文にまとめること。
③会議や集会などで、分かりやすく説明するための
資料を作成すること。
出典： 「2　聞く力・話す力・読む力・書く力」の具体的な
目標　（平成 16 年　文化審議会「これからの時代に
求められる国語力について」「第 3　望ましい国語力
の具体的な目安」より）
1）の①から④の項目は、第2研究の質問5の①から④
である。2）の①から④は同じく質問 6 の①から④、3）
の①から③は同様に質 7 の①から③である。この結果か
ら、実習生として「できるレベルに達している力」と、
「できるレベルに達していない力」が明らかになった。指
導を行っている教員としては、学生に対して論理的な文
章、思考、分析、判断を伴う文章を書くことが難しい印
象をもっているが、学生の回答とはかけ離れているよう
に感じる。学生自身も自分自身の国語力を正しく把握・
理解できていないのではないだろうか。インターネット
環境が整備・拡充され、携帯電話にも通話機能だけでは
なく、メールやソーシャルネットワークサービスの機能
が搭載され、手軽に文字情報を発信できるようになって
きた。それだけに、書くことの重要性や、推こうする事
でより良い文章を作成する体験を行うことなく、自らの
一瞬一瞬の思いを表現し、発信するだけに終わっている
ように感じる。相手がどのように受け取るのかまで意識
していない。教員・保育士を目指す学生には、書くこと、
記録をとることが、教員・保育士としての成長を促すこ
とを伝えたい。
今後の課題として、前述のように「書く力」の目標に
対する学生の自己評価と、指導する養成校教員の印象に
ずれがあることについて調査を行いたい。
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